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3 ー 1 農林業の振興と担い手の育成

担当課 農政課

担当課 農林整備課

担当課 農政課

【目　　的】
　農業振興を図るため、事業主体に対し、伊達市補助
金等の交付等に関する規則（平成 18 年伊達市規則第
40号）および農業振興事業補助金交付要綱の定めると
ころにより、予算の範囲内で補助金を交付します。
　特に、特産の「もも」については、モモ穿孔細菌病
の被害拡大により秀品率が低下しているため、秋季防
除を徹底することにより被害拡大防止に寄与します。

【実施内容】
○モモ穿孔細菌病防除事業　補助率 10％→ 30％
　600万円（平成 28年度から 2か年）
○認定農業者農業機械購入補助　補助率�5％→ 10％
　150万円
○認定農業者果樹共済助成事業　80万円
○その他　６事業　291万円　

【前年実績・効果】
○モモ穿孔細菌病防除事業　補助率 10％
　1,211,258 円　　

【目　　的】
　原発事故により森林整備や林業生産活動が停滞し、森
林の有する水源涵養や山地災害防止等などの公益的機
能が停滞しています。このため、間伐等の森林施業と
路網整備ならびに放射性物質の低減および拡散防止を
含めて一体的に実施し、森林の公益的機能を維持し伊
達市の森林再生を図ります。

【実施内容】
○霊山町泉原字鹿頭山地区の整備計画を策定します。
　20ha
○霊山町石田字熊屋敷地区の整備計画を策定します。
　14ha

【前年実績・効果】
○月舘町月舘字北ノ沢山地区放射線量測定。
○霊山町大石字釜ケ入地区整備計画の策定。

【目　　的】
　国・県の緊急支援事業を活用し、特産の「もも」に
おいて、モモ穿孔細菌病の被害拡大防止および壊滅を
目指し、産地育成および産地復興のため防風ネット購
入補助を行います。（平成 28年度のみ）

【実施内容】
　モモ穿孔細菌病の被害拡大により、秀品率が低下し
ているため、県において「ふくしま桃の郷づくりプロ
ジェクト」を設立し、防風ネット購入補助や防除薬剤
の開発などを集中的に行い、平成 29年度までに終息さ
せます。
　平成 28年度補助率（国：1/2、県：1/6、市：1/6）

1,121 万円

3,450 万円

5,000 万円

農業振興対策事業

ふくしま森林再生事業

農業振興支援事業

財源（万円） 市の負担
1,121

財源（万円） 国・県の負担
3,450

財源（万円） 市の負担 国・県の負担
1,000 4,000

新
規

担当課 農林整備課

【目　　的】
　森林整備の促進および本路線に隣接する施設の利用
促進等、地域の活性化と生活環境を改善するため、福
島県が平成 28年度全線開通を目指し林道整備を行って
います。
　この整備に必要な用地取得費および事業費の一部を
市が負担します。その負担割合は 17.5%です。
　今年度の負担対象事業費は 8,000 万円（市負担金
1,400 万円）で全線完了予定です。

【実施内容】
○舗装 L=720ｍ　W=5.0 ｍ
○�霊山こどもの村～湧水の里までの約 5km区間は工事
完了につき通行可能　

【前年実績】
○改良 L=320ｍ　W=5.0 ｍ、舗装 L=520ｍ

8,000 万円

林道大霊山線整備事業

財源（万円） 市　債
1,400

林道大霊山線
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担当課 農林整備課

【目　　的】
　福島県が、洪水時の防災を図るため老朽化している
ため池の改修工事を行います。その事業費の一部を市
が負担します。負担割合は国：50%、県：29%、市：
21%です。今年度の総事業費は、1,100 万円（市負担
金額：231万円）です。

【実施内容】
事業費（負担金額）
○月舘：梶内地区　231万円　事業計画期間（H24～ H28）

【前年実績・効果】
事業費（負担金額）
○梁川：足駄木地区　2,163 万円　事業計画期間（H21～ H27）
○月舘：梶内地区　504万円　事業計画期間（H24～ H28）

1,100 万円

県営ため池等整備事業

財源（万円） 市の負担
231

県営ため池等整備事業　梶内地区

担当課 農林整備課

担当課 農林整備課

【目　　的】
　福島県が、農地の浸食を防止し、農地の生産力を維
持保全するため、排水路等の新設・改修工事を行いま
す。その事業費の負担割合は国：50%、県：29%、市：
21%です。
　今年度は、排水路工・道路改良工を整備し、事業費
は 7,800 万円です。

【実施内容】
事業費（負担金額）
○排水路工・道路改良工　1,638 万円　事業計画期間（H20～ H28）

【前年実績】
事業費（負担金額）
○排水路工　105万円　事業計画期間（H20～ H28）

【目　　的】
　現況道路は屈曲が甚だしく幅員狭小であり、車両通
行が制限されているため、福島県が幅員狭小区間の改
良と農道の新設を行います。この事業費の負担割合は、
国：50%、県：30%、市町村：20%です。また、行政
区域内延長の割合により負担いたします。
　事業計画延長�1,000 ｍ（うち伊達市分：309m、川
俣町分：691m）
　今年度の事業は道路改良工事を行なうもので、対象
事業費は 1億円です。

【実施内容】
事業費（負担金額）
○道路改良　600万円　事業計画期間（H24～ H31）

【前年実績・効果】
事業費（負担金額）
○用地測量・設計委託　228万円　事業計画期間（H24～ H31）

7,800 万円

1 億 円

県営農地保全整備事業（柱田地区）

県営農地整備事業（小島３期地区）

財源（万円） 市の負担
1,638

財源（万円） 市の負担
600

県営農地保全整備事業柱田東地区　排水路工

県営農地整備事業（小島３期地区）

担当課 農林整備課

【目　　的】
　本地区は、梁川町五十沢地区の阿武隈川左岸に広が
る農業地帯であり、近年は湛水被害が多発しているた
め、福島県が排水機場を設置し、湛水被害の解消・軽
減化をはかるものです。
　負担割合は、国：50%、県：37%、市：13%です。
　今年度は、排水機場の建設を実施し、事業費は 3億
8,000 万円です。　

【実施内容】
事業費（負担金額）
◯排水機場建設　4,940 万円　事業計画期間（H24～ H31）

【前年実績】
事業費（負担金額）
○排水機場建設　845万円　事業計画期間（H24～ H31）

3 億 8,000 万円

県営湛水防除事業（五十沢地区）

財源（万円） 市の負担
4,940

県営湛水防除事業五十沢地区
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担当課 農林整備課 担当課 農林整備課

【目　　的】
　大雨による湛水被害を防止するため、梁川第 2排水
機場と大枝排水機場の管理を行います。
○排水機場の維持管理（施設機械の修繕、点検等）
○大雨洪水時における排水ポンプの運転
○導水路および仮排水路の維持管理

【実施内容】
事業費
○維持管理費等　492万円

【前年実績・効果】
事業費
◯維持管理費等　524万円

【目　　的】
　平成 27 年 9月に発生した豪雨により被害を受けた
農林業施設の復旧を平成 27年度に引き続き行います。
～繰越事業～

【実施内容】
　農業用施設災害復旧：10箇所（国庫補助対象事業）
　林業用施設災害復旧：16箇所（国庫補助対象事業）
　その他災害復旧

492 万円 2 億 2,046 万円

湛水防除施設維持管理事業 農林業施設災害復旧事業	

財源（万円） 市の負担
492 財源（万円） 市の負担 国・県の負担 市　債 その他

6,823 7,622 7,460 141

湛水防除施設維持管理事業　梁川第 2 排水機場 被害状況

3 ー 2 地域活力を生み出す商工業の振興

担当課 商工観光課 担当課 商工観光課

【目　　的】
　伊達市商工会広域連携協議会が実施するプレミアム
付共通商品券発行事業を支援します。市民の購買意欲
を高め、この商品券を多くの小売店で利用することに
より、市内経済の活性化を図ります。

【目　　的】
　会社経営の安定のために、伊達市制度資金や福島県
緊急経済対策資金融資制度を活用して、事業に必要な
お金を借りた時に支払った福島県信用保証協会の保証
料を補助します。

【実施内容】
○補助金の額
　�　伊達市制度資金に対する保証料は一事業所当たり
30万円まで補助。
　�　福島県緊急経済対策資金融資制度に対する保証料
は一事業所当たり 50万円まで補助。

2,300 万円 559 万円

地域経済活性化事業
（プレミアム付共通商品券発行支援事業）

地域経済活性化事業
（市制度資金保証料補助）

財源（万円） 市の負担
2,300 財源（万円） 市の負担

559

第２回スタンプラリー抽選会の様子
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担当課 商工観光課

【目　　的】
　中心市街地での交流の場としてのコミュニティス
ペースの創出を支援します。また、中心市街地の活性
化を図るため空き店舗を有効活用した出店を支援しま
す。

【実施内容】
　中心市街地の交流の場の運営費を支援する。また、
空き店舗等の有効活用を図るため、市街地に増えてい
る空き店舗に新規入居者・起業者を誘導し、賃借費用・
改装費を支援します。
○家賃補助
　上限�20 万円／月（1年目新規創業者　自己負担 1/3）
○改修補助
　上限 160万円（自己負担 1/3）

【前年実績・効果】
○交流の場（保原町まわらん処）　89万円補助
○空き店舗改修費補助　2件　320万円補助
○空き店舗家賃補助　1件　37万円補助

1,879 万円

中心市街地活性化コミュニティ活動事業

財源（万円） 市の負担 国・県の負担
1,383 496

保原町商店街

3 ー 3 集客資源の創出と充実

担当課 商工観光課

【目　　的】
　市内へ観光誘客を図るため、アフターふくしまＤＣ
を活用し、伊達氏発祥の地をＰＲするアニメ制作と試
写会や歴史めぐりツアーを実施するとともに、広域観
光協議会等に参画し各種事業を展開します。　

【実施内容】
広告ＰＲ、アニメ制作、アニメプロモーション、試写
会イベント、アフターＤＣ負担金

【前年実績・効果】
広告ＰＲ、政宗にぎわい広場オープニングセレモニー、
ＤＣ負担金、案内サイン更新、６次化プロジェクト

2,491 万円

観光誘客促進事業

財源（万円） 市の負担 その他
2,291 200

政宗ダテニクルロゴ

担当課 商工観光課

【目　　的】
　任意団体である伊達市観光物産協会の法人化を支援
します。　

【実施内容】
　一般社団法人伊達市観光物産交流協会に対し出資す
るものです。

2,000 万円

観光物産交流協会設立事業

財源（万円） 市の負担
2,000

新
規

協会売店
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担当課 商工観光課

【目　　的】
　市内の観光物産の振興、おもてなしの推進、各種イ
ベントによる地域活性化、産品開発、伝統芸能の継承
や市内への観光誘客に努め、地域活性化や交流人口の
拡大を図ります。

【実施内容】
地域イベント開催、観光ポータルサイト「だてめがね」
維持管理、伊達市おもてなし隊運営費、アフターふくし
まＤＣ参画費、伊達氏スタンプコレクション経費、ア
ニメ関連商品開発、観光物産交流協会運営補助

【前年実績・効果】
地域イベント開催、観光ポータルサイト「だてめがね」
維持管理、伊達市おもてなし隊運営費、ふくしまＤＣ
参画費、伊達氏スタンプコレクション経費、観光物産
交流協会運営補助

3,322 万円

観光でにぎわう魅力づくり事業

財源（万円） 市の負担 国・県の負担
2,049 1,273

伊達市おもてなし隊「伊達政宗と愛姫」

担当課 商工観光課

【目　　的】
　伊達氏ゆかりの史跡整備構想に基づく梁川亀岡八幡
神社周辺整備事業

【実施内容】
政宗にぎわい広場未買収地の用地取得費

【前年実績・効果】
散策路新設工事、政宗にぎわい広場以北の測量設計

84 万円

伊達氏ゆかりの史跡整備事業

財源（万円） 市の負担 市　債
14 70

担当課 商工観光課

【目　　的】
　４市で広域連携の観光事業に取り組み、県内外から
の観光誘客を図ります。

【実施内容】
観光プロモーション、首都圏イベント、観光パンフ発行

【前年実績・効果】
札幌プロモーション、東京イベント、観光パンフ発行

116 万円

福島市・相馬市・二本松市・
伊達市観光圏整備事業

財源（万円） 市の負担
116

イベント写真「2015 ふくしまももフェスタ」
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担当課 商工観光課

【目　　的】
　アフターふくしまＤＣや伊達氏の歴史観光のＰＲを
行い、姉妹都市や友好都市との連携を図ります。

【実施内容】
○�観光パンフレットの増刷やノ
ベルティの作成　
○�姉妹都市や友好都市への旅費

【前年実績・効果】
○�観光パンフレットの増刷�
○�姉妹都市や友好都市への観光
ＰＲ

373 万円

観光諸費

財源（万円） 市の負担
373

担当課 伊達総合支所

【目　　的】
　信達平野を一望出来る眺望ポイントである愛宕山の
展望台について、腐食防止の塗装修繕工事を行います。

【実施内容】
○愛宕山展望台塗装修繕工事　1,070 万円
○臨時トイレ設置経費　4万円

1,074 万円

伊達総合支所観光施設維持管理事業

財源（万円） 市の負担
1,074

愛宕山展望台からの眺望
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